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特集

成長分野における技能者の育成
――ものづくり産業を支える人材の確保

　ものづくり企業の技能振興と、それを支える動きが活発化してきている。わが国のものづくり産業は、職人の精緻な技
術・技能の伝統を脈々と引き継ぐ一方、その高度化や新たな分野への挑戦を続けることで日本全体の成長を支えてきた。
今はさらなる成長・発展を目指して、成長分野への参入や海外展開、創業などに踏み切る企業も少なくない。特集では、
当機構の「ものづくり企業の新事業展開と人材育成に関するアンケート・ヒアリング」を中心に紹介し、特別企画として、
2020年の東京オリンピック・パラリンピックを控え、人手不足感が高まる建設業の技能者育成の取り組みをみる。

新
た
な 

事
業
を
展
開
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
は
、

ど
の
よ
う
に 

従
業
員
を
確
保
・
育
成
し
て
い
る
か
―
―
。

　

政
府
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の

効
果
な
ど
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
中

心
に
わ
が
国
経
済
は
上
向
き
つ
つ
あ
る
。
財

務
省
の
法
人
企
業
統
計
に
よ
る
と
、
も
の
づ

く
り
産
業
の
営
業
利
益
は
二
○
一
二
年
第
４

四
半
期
以
降
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
へ
と
転
じ
て

い
る
。日
銀
短
観
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
を
み
る
と
、

大
企
業
の
み
な
ら
ず
中
小
企
業
も
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
お
り
、
景
況
感
の
回
復
は
中
小
に
も

お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら

に
も
の
づ
く
り
産
業
の
生
産
動
向
を
示
す
鉱

工
業
生
産
指
数
も
、
二
○
一
二
年
一
一
月
を

底
に
上
昇
へ
と
転
じ
て
い
る
。

　

わ
が
国
に
と
っ
て
、
も
の
づ
く
り
産
業
は
、

非
製
造
業
に
比
べ
て
付
加
価
値
が
高
い
こ
と

に
加
え
、
輸
出
額
に
占
め
る
割
合
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
割
合
が
高
い
、
雇
用
へ
の
波
及
効

果
が
高
い
な
ど
基
幹
産
業
と
し
て
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
二
○
一
四

年
に
閣
議
決
定
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
で

は
「
戦
略
市
場
創
造
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
①

医
療
・
介
護
・
福
祉
関
連
、
②
資
源
・
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
③
社
会
生
活
イ
ン
フ
ラ

関
連
な
ど
の
戦
略
分
野
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
も
の
づ
く
り
産
業
と
関
連
す
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

今
後
、
わ
が
国
経
済
が
、
景
気
回
復
を
続
け
、

雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
好
循
環
を
実
現
し
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
企
業
と
労
働
者
の
双
方
が
構
造

変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
企
業
が
成
長
分
野
に
進
出
し
て

い
く
こ
と
に
併
せ
て
、
労
働
者
も
能
力
開
発

に
よ
っ
て
新
た
な
能
力
を
獲
得
し
、
人
材
力

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

だ
が
、
中
小
・
零
細
企
業
で
は
、
大
企
業

に
比
べ
、
資
金
的
・
時
間
的
不
足
や
育
成
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
中
で
も
人
材
を
確
保
・
育
成
し
、
成
長
分

野
へ
の
進
出
を
成
功
さ
せ
て
い
る
企
業
も
存

在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
と
そ
う
で
な
い

企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
に

お
い
て
、
中
小
企
業
が
採
用
・
人
材
育
成
面

で
抱
え
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
成
長
分
野
で
新
事
業
を
展
開
す
る
に

際
し
て
、
製
造
現
場
で
働
く
従
業
員
の
確
保
・

育
成
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
を
把
握

す
る
た
め
、
二
○
一
三
年
一
一
月
に
「
も
の

づ
く
り
企
業
の
新
事
業
展
開
と
人
材
育
成
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
か

ら
は
、
最
近
一
○
年
間
で
約
三
割
の
も
の
づ

く
り
企
業
が
新
し
い
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

積
極
的
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
企
業
で

は
、
新
事
業
展
開
が
経
営
に
好
影
響
が
あ
っ

た
と
回
答
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
前
半
部
分
で
報

告
す
る
と
と
も
に
、
後
半
部
分
で
は
新
事
業

展
開
を
果
た
し
た
企
業
事
例
を
三
つ
紹
介
す

る
。
一
つ
目
の
協
和
精
工
は
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
の
自
立
性
を
養
う
こ
と
で
絶
え
間
な

い
改
善
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。
改
善
に
よ

る
品
質
の
向
上
、
短
納
期
化
が
取
引
先
か
ら

の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
新
規
事
業
分
野
へ
の

足
が
か
り
と
し
て
い
る
。二
つ
目
の
サ
ン
テ
ッ

ク
は
、
素
材
の
加
工
メ
ー
カ
ー
。
従
業
員
に

試
行
錯
誤
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
素
材
の
加
工

技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。
三
つ
目
の

ハ
リ
キ
精
工
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
医
療

分
野
へ
の
進
出
を
果
た
し
た
も
の
の
、
今
後
、

さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
上
で
人
材
育

成
上
の
課
題
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
。
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調
査
は
、
民
間
調
査
機
関
所
有
の
企
業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
層
化
無
作
為
抽
出
し
た

全
国
の
従
業
員
数
三
○
人
以
上
の
機
械
・
金

属
加
工
関
連
等
の
も
の
づ
く
り
企
業
一
万
社

を
対
象
に
、
二
〇
一
三
年
二
月
下
旬
に
実
施

し
た
。
有
効
回
答
数
は
二
○
五
八
社
、
有
効

回
収
率
は
二
○
・
六
％
だ
っ
た
。

　

な
お
、
本
稿
に
出
て
く
る
「
技
能
者
」
は

製
造
現
場
で
も
の
の
製
造
（
切
削
、
加
工
、

組
立
、
検
査
な
ど
）
を
直
接
担
当
し
て
い
る

労
働
者
を
指
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
技
能

系
正
社
員
」
と
は
技
能
者
の
う
ち
、
正
社
員

と
し
て
働
い
て
い
る
者
を
指
す
。

１
技
能
系
正
社
員
の
確
保
・
育

成
・
定
着
の
状
況
に
つ
い
て

中
小
で
強
い
応
募
者
数
の
不
足
感

　

過
去
三
年
間
（
二
○
一
一
～
二
○
一
三
年

度
）
に
お
け
る
技
能
系
正
社
員
の
採
用
状
況

を
聞
い
た
。
ま
ず
、
新
卒
採
用
に
つ
い
て
は
、

「
過
去
三
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
新
卒

採
用
を
実
施
し
た
」
と
す
る
企
業
の
割
合
は

六
三
・
八
％
で
、「
い
ず
れ
の
年
度
に
も
新
卒

採
用
を
実
施
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
三
五
・

四
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
採
用
を
実

施
し
た
と
す
る
回
答
割
合
が
高
く
な
っ
て
お

り
、「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で
は
、

約
六
割
（
六
二
・
六
％
）
な
の
に
対
し
、「
三

○
○
～
九
九
九
人
」で
は
八
割（
八
○
・
○
％
）、

「
一
○
○
○
人
以
上
」で
は
約
九
割（
九
四
・

四
％
）
が
採
用
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「（
新
卒
）
採
用
を
実
施
し
た
」
と
回
答
し

た
企
業
に
対
し
、
募
集
・
採
用
状
況
に
対
す

る
評
価
を
聞
い
た
。
ま
ず
、「
求
人
に
対
す
る

応
募
が
少
な
い
」
と
思
う
か
ど
う
か
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
応
募
が
少
な
い
」（「
そ
う
思

う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
合

計
。
以
下
同
じ
）と
す
る
割
合
が
四
二
・
八
％

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
従
業
員
規
模
に
よ
る

違
い
が
顕
著
で
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
応

募
が
少
な
い
」
と
す
る
割
合
が
高
く
、「
三
○

○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で
は
約
四
割
（
四

四
・
六
％
）
な
の
に
対
し
、「
三
○
○
～
九
九

九
人
」
で
は
約
三
割
（
三
五
・
二
％
）、「
一

○
○
○
人
以
上
」で
は
約
二
割（
二
○
・
六
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
大
企
業
に
比
べ
応
募
者
数

の
少
な
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

次
に
「
求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
の
人
材
が
採

用
で
き
て
い
な
い
」
と
思
う
か
ど
う
か
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
採
用
で
き
て
い
な
い
」（「
そ

う
思
う
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
が
約
五
割
（
五

二
・
六
％
）
で
、「
採
用
で
き
て
い
る
」（「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
と
「
そ

う
思
わ
な
い
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
の
四

五
・
四
％
を
上
回
っ
た
。

　
「
三
○
○
人
未
満
」の
中
小
企
業
で
は
、「
採

用
で
き
て
い
な
い
」
と
す
る
回
答
割
合
が
他

の
規
模
よ
り
も
一
○
～
一
三
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
過
去
三
年
間
の
中
途
採
用
状
況
に

つ
い
て
は
、「
過
去
三
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年

度
に
中
途
採
用
を
実
施
し
た
」
と
す
る
企
業

の
割
合
は
約
六
割
（
六
○
・
五
％
）
で
、「
い

ず
れ
の
年
度
に
も
中
途
採
用
を
実
施
し
な

か
っ
た
」
の
約
四
割
（
三
八
・
五
％
）
を
上

回
っ
た
。「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業

で
は
、
中
途
採
用
の
実
施
割
合
が
「
一
○
○

○
人
以
上
」
と
同
水
準
、「
三
○
○
～
九
九
九

人
」
よ
り
も
約
一
○
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

　
「
求
人
に
対
す
る
応
募
が
少
な
い
」
と
思

う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
応
募
が
少
な

い
」
と
す
る
割
合
が
四
六
・
九
％
。
中
途
採

用
で
も
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
応
募
者
数
が

少
な
い
」
と
感
じ
る
割
合
が
高
く
、「
三
○
○

人
未
満
」
で
四
八
・
五
％
と
約
半
数
を
占
め

る
の
に
対
し
て
、「
三
○
○
～
九
九
九
人
」
で

は
三
二
・
四
％
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
は

二
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
の
人
材
が
採
用
で

き
て
い
な
い
」
か
、
と
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

「
採
用
で
き
て
い
な
い
」が
約
六
割（
六
一
・

○
％
）
と
「
採
用
で
き
て
い
る
」
の
三
六
・

一
％
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
従
業
員
規
模
別

に
み
る
と
、「
採
用
で
き
て
い
な
い
」
の
回
答

割
合
は
、「
三
○
○
人
未
満
」
規
模
で
約
半
数

（
四
八
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
規

模
よ
り
も
大
幅
に
高
い
。

採
用
の
取
り
組
み
、
半
数
が
「
大

学
・
高
校
等
と
の
連
携
強
化
」

を
あ
げ
る

　

技
能
系
正
社
員
を
採
用
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
複
数
回

答
で
聞
い
た
。
約
八
割
（
八
四
・
三
％
）
の

企
業
で
は
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い
と
す
る

企
業
も
一
四
・
四
％
あ
っ
た
。
と
く
に
「
三

○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で
は
、
他
の
規

模
に
比
べ
て
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い

と
す
る
割
合
が
約
一
○
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
る
。

　
「
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
企
業
に
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
大
学
・
高
校
等
と
の
連
携
の
強

化
」
が
五
三
・
一
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
就

職
合
同
説
明
会
へ
の
参
加
」（
三
五
・
一
％
）、

「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
社
員
か

ら
の
正
社
員
登
用
」（
三
三
・
一
％
）、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
」（
二
九
・
四
％
）

が
こ
れ
に
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
三
○
○
人
未

満
」の
中
小
企
業
で
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
・

紹
介
予
定
派
遣
の
受
け
入
れ
」
が
他
の
規
模

よ
り
も
回
答
割
合
が
高
い
。

も
の
づ
く
り
企
業
の
約
３
割
が
最
近
10
年
間
で
新
し
い
事
業
を
展
開

　
　
　
　
　
―
―
課
題
は
「
新
事
業
を
担
う
人
材
確
保
が
困
難
」
が
ト
ッ
プ

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
も
の
づ
く
り
企
業
の
新
事
業
展
開
と
人
材
育
成
に
関
す
る
調
査
」
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当
面
の
業
務
の
対
応
に 

追
わ
れ
が
ち
な
中
小
企
業

　

技
能
系
正
社
員
の
育
成
・
能
力
開
発
の
方

針
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
今
い
る
人
材

を
前
提
に
そ
の
能
力
を
も
う
一
段
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」
と
の

回
答
割
合
が
五
七
・
六
％
と
も
っ
と
も
高
く
、

こ
れ
に
「
個
々
の
従
業
員
が
当
面
の
仕
事
を

こ
な
す
た
め
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」（
二

二
・
二
％
）、「
数
年
先
の
事
業
展
開
を
考
慮

し
て
、
そ
の
時
必
要
と
な
る
人
材
を
想
定
し

な
が
ら
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」（
一
二
・

五
％
）、「
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
つ
い
て

と
く
に
方
針
を
定
め
て
い
な
い
」（
七
・
○
％
）

の
順
と
な
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
三
○
○
人
未

満
の
中
小
企
業
で
は
、「
数
年
先
の
事
業
展
開

を
考
慮
し
て
、
そ
の
時
必
要
と
な
る
人
材
を

想
定
し
な
が
ら
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
」

の
回
答
割
合
は
約
一
割
（
一
一
・
八
％
）
に

と
ど
ま
る
一
方
、「
個
々
の
従
業
員
が
当
面
の

仕
事
を
こ
な
す
た
め
必
要
な
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
能
力
開
発
を
行
っ
て
い

る
」
は
他
の
規
模
に
比
べ
て
高
い
こ
と
か
ら
、

当
面
の
業
務
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
将
来
を

見
越
し
た
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
表
１
）。

　

技
能
系
正
社
員
を
対
象
に
ど
の
よ
う
な
教

育
訓
練
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
複
数

回
答
で
聞
い
た
。「
日
常
業
務
の
合
間
に
熟

練
技
能
者
が
指
導
」と
の
回
答
割
合
が
五
四
・

二
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
日
常
業
務
の
中
で

専
任
の
熟
練
技
能
者
が
指
導
」（
四
六
・
○
％
）、

「
自
己
啓
発
の
奨
励
・
支
援
」（
三
五
・
九
％
）

な
ど
が
こ
れ
に
続
い
た
。

　
「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
に
着
目

す
る
と
、「
親
会
社
・
関
連
会
社
が
実
施
す
る

研
修
の
活
用
」「
自
己
啓
発
の
奨
励
・
支
援
」

に
つ
い
て
は
、大
企
業（「
三
○
○
人
以
上
」）

よ
り
実
施
し
て
い
る
割
合
が
約
一
七
～
二
○

ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
日
常

業
務
の
中
で
専
任
の
熟
練
技
能
者
が
指
導
」

「
日
常
業
務
の
合
間
に
熟
練
技
能
者
が
指
導
」

も
大
企
業
に
比
べ
て
、
約
八
ポ
イ
ン
ト
低
い
。

一
方
、「
取
引
先
や
使
用
機
器
メ
ー
カ
ー
で
実

施
す
る
研
修
の
活
用
」「
業
界
団
体
・
協
同
組

合
が
実
施
す
る
研
修
の
活
用
」
に
関
し
て
は

大
企
業
よ
り
も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。

育
成
計
画
の
導
入
、
技
能
の

テ
キ
ス
ト
化
、
中
小
で
遅
れ

　

技
能
系
正
社
員
の
教
育
訓
練
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
か
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
技
能
検
定
の
取
得
奨
励
」
が

四
一
・
八
％
と
も
っ
と
も
高
く
、こ
れ
に
「
伝

承
す
べ
き
技
能
の
テ
キ
ス
ト
化
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
」（
三
八
・
九
％
）、「
自
社
の
技
能
マ
ッ

プ
の
作
成
」（
三
二
・
八
％
）
が
続
い
た
。

　

各
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
三
○
○
人
未

満
」
の
中
小
企
業
と
大
企
業
（「
三
○
○
人

以
上
」）
の
回
答
割
合
を
比
較
す
る
と
、
中

小
企
業
で
は
と
く
に
「
技
能
系
正
社
員
ご
と

の
育
成
計
画
の
作
成
」「
伝
承
す
べ
き
技
能
の

テ
キ
ス
ト
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」「
技
能
検
定

の
取
得
奨
励
」
な
ど
で
導
入
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

技
能
系
正
社
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
取

り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
成
果
が
あ

が
っ
た
」（「
成
果
が
あ
が
っ
た
」
と
「
あ
る

程
度
成
果
が
あ
が
っ
た
」
の
合
計
。
以
下
同

じ
）
と
す
る
回
答
割
合
が
約
七
割
（
七
一
・

二
％
）
を
占
め
、「
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ

た
」（「
あ
ま
り
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
」

と
「
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
」
の
合
計
。

以
下
同
じ
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、「
成
果
が
あ
が
っ

た
」
と
す
る
回
答
割
合
は
、
規
模
に
比
例
し

て
高
く
な
っ
て
い
る
。

教
育
訓
練
上
の
課
題
、「
指
導
す
る

側
の
人
材
が
不
足
」
が
過
半
数

　

技
能
系
正
社
員
に
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
か
も
聞
い
た
。
も
っ
と
も
回
答
割
合
が
高

か
っ
た
の
は
、「
指
導
す
る
側
の
人
材
が
不
足

し
て
い
る
」
で
過
半
数
（
五
一
・
三
％
）
の

企
業
が
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
「
育

成
を
行
う
時
間
が
な
い
」（
四
六
・
四
％
）、「
指

導
さ
れ
る
側
の
能
力
や
意
欲
が
不
足
し
て
い

る
」（
三
四
・
○
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
育
成
を
行
う

時
間
が
な
い
」
は
、
従
業
員
規
模
三
○
○
人

以
上
の
大
企
業
で
約
六
割
（
五
八
・
五
％
）

と
相
対
的
に
高
い
。一
方
、「
三
○
○
人
未
満
」

の
中
小
企
業
で
は
、「
指
導
さ
れ
る
側
の
能
力

や
意
欲
が
不
足
し
て
い
る
」
の
回
答
割
合
が

大
企
業
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
訓
練
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
別
に
み

る
と
、
成
果
が
「
あ
が
ら
な
か
っ
た
」
と
す

る
企
業
で
は
、「
あ
が
っ
た
」
企
業
に
比
べ
、

ほ
と
ん
ど
の
課
題
項
目
の
回
答
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
「
指
導
す
る
側
の

能
力
・
意
欲
が
不
足
し
て
い
る
」
で
差
が
大

き
い
。

　

新
卒
採
用
後
、
三
年
間
を
超
え
る
ま
で
働

い
て
い
る
人
の
割
合
（
定
着
率
）
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
九
割
以
上
～
一
○
割
」
の
人
が

残
っ
て
い
る
と
す
る
企
業
の
割
合
が
四
七
・

二
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
「
七
割
以

上
～
九
割
未
満
」（
二
○
・
一
％
）、「
五
割
以

上
～
七
割
未
満
」（
八
・
六
％
）
と
続
い
た
。

　

一
方
、
中
途
採
用
者
の
定
着
率
に
つ
い
て

も
、「
九
割
以
上
～
一
○
割
」
が
四
六
・
四
％

と
も
っ
と
も
回
答
割
合
が
高
く
、こ
れ
に「
七

割
以
上
～
九
割
未
満
」（
二
四
・
八
％
）、「
五

割
以
上
～
七
割
未
満
」（
一
○
・
五
％
）
が
続

図表１　技能系正社員の育成・能力開発の方針（単位：％）
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【従業員規模別】

300人未満(n=1774)

300～999人(n=135)

1000人以上(n=36)

数年先の事業展開を考慮して、その時必要となる人材を想定しながら能力開発を行っている

今いる人材を前提にその能力をもう１段アップできるよう能力開発を行っている

個々の従業員が当面の仕事をこなすため必要な能力を身につけることを目的に能力開発を行っている

人材育成・能力開発についてとくに方針を定めていない

無回答
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い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、
新
卒
・
中
途

採
用
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、各
規
模
で
も「
九

割
以
上
～
一
○
割
」
と
す
る
割
合
が
も
っ
と

も
高
い
が
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
三
割
未

満
」「
三
割
以
上
～
五
割
未
満
」「
五
割
以
上
～

七
割
未
満
」
な
ど
低
い
定
着
率
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

従
業
員
定
着
率
、
中
小
の
四

割
で
問
題
視

　

定
着
率
に
対
す
る
考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
問
題
視
し
て
い
る
」（「
非
常
に
問
題
視
し

て
い
る
」
と
「
や
や
問
題
視
し
て
い
る
」
の

合
計
。
以
下
同
じ
）
と
回
答
し
た
企
業
が
三

五
・
七
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
問
題
視
し
て

い
な
い
」（「
あ
ま
り
問
題
視
し
て
い
な
い
」

と
「
ま
っ
た
く
問
題
視
し
て
い
な
い
」
の
合

計
。
以
下
同
じ
）
は
六
三
・
○
％
だ
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
問
題
視
し
て

い
る
」
と
の
回
答
割
合
は
規
模
が
小
さ
く
な

る
ほ
ど
高
く
、「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企

業
で
は
三
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
能
系
正
社
員
の
定
着
率
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
能
力
を
処
遇
に

反
映
」
が
四
四
・
二
％
で
も
っ
と
も
回
答
割

合
が
高
か
っ
た
。
こ
れ
に
「
会
社
の
経
営
方

針
や
経
営
戦
略
の
従
業
員
へ
の
明
示
」（
三

八
・
四
％
）、「
業
績
を
処
遇
に
反
映
」（
三
五
・

五
％
）、「
能
力
開
発
・
教
育
訓
練
の
実
施
」（
三

四
・
八
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、「
三
○
○
人
未
満
」

の
中
小
企
業
で
は
、「
賃
金
水
準
の
向
上
」
が

約
三
割
（
二
七
・
二
％
）
と
相
対
的
に
高
い
。

２
新
事
業
展
開
の
状
況

最
近
一
○
年
間
に
約
三
割
が

新
事
業
を
展
開

　

最
近
一
○
年
間
に
新
し
い
事
業
を
展
開
し

た
か
ど
う
か
を
聞
く
と
、「
新
事
業
を
展
開
し

た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
展
開
中
」（
以
下
、

「
展
開
中
」
と
い
う
）
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
は
約
三
割（
二
八
・
九
％
）だ
っ
た
。「
新

事
業
の
展
開
を
検
討
中
」（
以
下
「
検
討
中
」

と
い
う
。）
の
一
五
・
四
％
も
合
わ
せ
る
と

四
割
強
（
四
四
・
三
％
）
の
企
業
が
新
事
業

展
開
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
方
、「
新
事
業
を
展
開
し
て
お
ら
ず
、
展
開

す
る
予
定
も
な
い
」（
以
下
、「
展
開
予
定
な

し
」
と
い
う
）
の
回
答
割
合
は
五
四
・
九
％

だ
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
展
開
中
」
の

割
合
は
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
低
く
、「
一

○
○
○
人
以
上
」で
は
約
半
数（
四
七
・
二
％
）

が
展
開
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
三
○
○
～
九

九
九
人
」「
三
○
○
人
未
満
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ

約
三
割
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
表
２
）。

新
事
業
展
開
中
の
企
業
の
約
半

数
が
新
た
な
産
業
分
野
に
進
出

　

新
事
業
を
「
展
開
中
」
と
回
答
し
た
企
業

に
対
し
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
新
事
業
を
展
開
し
た
後
の
産
業
分
野

に
つ
い
て
、
従
来
行
っ
て
い
た
事
業
と
同
じ

産
業
分
野
で
行
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
新
た

な
産
業
分
野
で
行
っ
た
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
従
来
の
産
業
分
野
で
新
事
業
を
展
開
」
が

五
一
・
九
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
新
た
な
産

業
分
野
で
新
事
業
を
展
開
」
は
四
六
・
九
％

だ
っ
た
。

　
「
新
た
な
産
業
分
野
で
新
事
業
を
展
開
」

と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
、
進
出
先
の
産
業

分
野
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
他
（
製
造

業
）」
が
三
八
・
四
％
と
も
っ
と
も
回
答
割

合
が
高
く
、
以
下
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

関
連
分
野
」（
三

六
・
二
％
）、「
健

康
・
医
療
・
福
祉

関
連
分
野
」（
二

三
・
三
％
）、「
次

世
代
自
動
車
関
連
分
野
（
一
○
・
四
％
）、「
宇

宙
開
発
関
連
分
野
」（
五
・
○
％
）「
そ
の
他（
製

造
業
以
外
）」（
二
・
九
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
健
康
・
医
療
・

福
祉
関
連
分
野
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関

連
分
野
」
の
割
合
は
「
一
○
○
○
人
以
上
」

の
大
企
業
で
相
対
的
に
高
く
、「
そ
の
他
（
製

造
業
）」
は
「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企

業
で
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

図表２　新事業展開の状況（単位：％）
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図表 3　新事業を展開した産業分野（複数回答、単位：％）
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従
来
の
産
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新
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な
産
業
分
野
で
新
事
業
を

展
開

無
回
答

健
康
・
医
療
・
福
祉
関
連
分
野

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
分
野

次
世
代
自
動
車
関
連
分
野

宇
宙
開
発
関
連
分
野

そ
の
他
（
製
造
業
）

そ
の
他
（
製
造
業
以
外
）

無
回
答

全体 (n=595) 51.9 46.9 1.2 (n=279) 23.3 36.2 10.4 5.0 38.4 2.9 0.4

【従業員規模別】

300 人未満（n=510) 51.5 47.5 1.0 (n=242) 21.1 35.1 10.7 5.0 40.5 2.9 0.4

300 ～ 999 人 (n=41) 58.5 39.0 2.4 (n=16) 37.5 43.8 12.5 - 25.0 - -

1000 人以上 (n=17) 47.1 47.1 5.9 (n=8) 75.0 62.5 12.5 - - 12.5 -
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一
方
、「
検
討
中
」の
企
業
で
も
約
四
割（
四

三
・
○
％
）
が
新
た
な
産
業
分
野
で
の
新
事

業
展
開
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

新
事
業
展
開
し
た
こ
と
で
、
主
力
事
業
が

変
化
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
展
開
前

と
主
力
事
業
が
変
わ
ら
な
い
」が
八
四
・
○
％

と
大
多
数
を
占
め
、「
展
開
前
と
比
較
し
て
主

力
事
業
が
変
わ
っ
た
」は
一
割（
一
二
・
六
％
）

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
三
○
○
人
未

満
」
の
中
小
企
業
で
「
変
わ
っ
た
」
と
す
る

割
合
が
一
二
・
九
％
と
他
の
規
模
が
一
桁
台

な
の
に
比
べ
る
と
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

新
事
業
展
開
に
よ
っ
て
業
態
に
変
化
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
変
化
が

あ
っ
た
」
が
四
八
・
一
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

「
変
化
が
な
か
っ
た
」
は
四
六
・
四
％
で
ほ

ぼ
拮
抗
し
た
。「
変
化
が
あ
っ
た
」
と
回
答

し
た
企
業
に
対
し
、
変
化
の
内
容
を
複
数
回

答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
よ

る
最
終
製
品
の
事
業
化
」
が
五

五
・
二
％
と
も
っ
と
も
回
答
割

合
が
高
く
、こ
れ
に
「
試
作
品
・

特
殊
品
の
生
産
を
実
施
」（
三

三
・
二
％
）、「
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る

最
終
製
品
の
事
業
化
」（
二
七
・

六
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
最
終

製
品
の
事
業
化
」
は
「
一
○
○

○
人
以
上
」
で
七
割
（
七
五
・

○
％
）
と
高
い
が
、「
三
○
○
人

未
満
」
の
中
小
企
業
で
も
約
半

数
（
五
五
・
七
％
）
が
あ
げ
て

い
る
（
図
表
４
）。

　

新
事
業
を
「
展
開
中
」
と
回

答
し
た
企
業
に
対
し
、
新
事
業

を
行
っ
た
こ
と
で
、
社
内
の
技

術
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
聞
い
た
。「
あ
っ
た
」

と
す
る
回
答
が
約
七
割（
六
九
・

九
％
）を
占
め
、「
な
か
っ
た
」

の
約
三
割（
二
八
・
一
％
）を
大

き
く
上
回
っ
た
。

　
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
企

業
に
対
し
、
変
化
の
内
容
を
複

数
回
答
で
聞
く
と
、「
新
た
に
製

造
工
程
の
設
計
能
力
を
取
得
」

が
約
三
割
（
三
一
・
五
％
）
と
も
っ
と
も
高

い
回
答
割
合
を
示
し
た
。
以
下
、「
新
た
な
材

料
・
素
材
に
対
す
る
新
加
工
技
術
を
取
得
」

（
三
○
・
○
％
）、「
使
用
し
て
い
る
生
産
設

備
の
製
造
・
改
良
能
力
を
取
得
」（
二
六
・

七
％
）、「
新
た
に
部
品
の
設
計
能
力
を
取

得
」（
二
四
・
八
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
新
た
に
製
造

工
程
の
設
計
能
力
を
取
得
」「
新
た
に
部
品
の

設
計
能
力
を
取
得
」
は
「
三
○
○
～
九
九
九

人
」
規
模
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
革
新
的
な
技
術
の
取

得
」
は
「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
五
割
（
五

○
・
○
％
）
と
他
の
規
模
よ
り
高
い
割
合
を

示
し
た
。

新
技
術
の
獲
得
方
法
、「
社
内

勉
強
会
」
が
ト
ッ
プ

　

新
事
業
展
開
に
伴
う
技
術
変
化
が
「
あ
っ

た
」
と
す
る
企
業
に
対
し
、
新
技
術
を
ど
の

よ
う
に
獲
得
し
た
か
を
聞
い
た
。
も
っ
と
も

回
答
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、「
社
内
勉
強
会

に
お
け
る
学
習
」
で
三
四
・
九
％
の
企
業
が

あ
げ
た
。
こ
れ
に
「
産
学
連
携
、
研
究
機
関

と
の
交
流
」（
三
○
・
八
％
）、「
取
引
先
か
ら

の
技
術
指
導
」（
二
七
・
二
％
）、「
親
会
社
・

関
連
会
社
か
ら
の
技
術
指
導
」（
二
六
・
四
％
）

が
続
い
た
。

　
「
社
内
勉
強
会
に
お
け
る
学
習
」「
外
部
研

修
機
関
へ
の
従
業
員
の
派
遣
」「
産
学
連
携
、

研
究
機
関
と
の
交
流
」「
同
業
他
社
と
の
共
同

研
究
・
学
習
」
は
従
業
員
規
模
に
比
例
し
て

回
答
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

新
事
業
を
「
展
開
中
」
と
回
答
し
た
企
業

に
対
し
、
新
事
業
展
開
し
た
こ
と
で
自
社
の

経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
の
評

価
を
聞
い
た
。「
好
影
響
」（「
よ
い
影
響
」
と

「
や
や
よ
い
影
響
」
の
合
計
、
以
下
同
じ
）

と
の
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、「
企
業
の

将
来
性
・
成
長
性
」で
約
七
割（
六
七
・
○
％
）

の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
「
技
術
力

や
製
品
開
発
力
の
向
上
」（
五
七
・
八
％
）、「
企

業
の
Ｐ
Ｒ
・
知
名
度
の
向
上
」（
五
七
・
三
％
）

が
続
い
た
（
図
表
５
）。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
企
業
利
益
の

増
加
」「
企
業
利
益
の
安
定
化
」
は
「
三
○
○

人
未
満
」
の
中
小
企
業
と
「
三
○
○
～
九
九

九
人
」
の
大
企
業
で
「
好
影
響
」
が
あ
っ
た

と
の
回
答
割
合
が
高
い
。「
優
秀
な
人
材
の

確
保
」
は
「
三
○
○
～
九
九
九
人
」「
一
○
○

○
人
以
上
」
の
大
企
業
で
「
よ
い
影
響
」
が

あ
っ
た
と
の
回
答
割
合
が
と
も
に
四
割
台
と

な
っ
て
い
る
一
方
、「
三
○
○
人
未
満
」
で
は

約
二
割
（
二
二
・
七
％
）
と
低
い
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
下
請
企
業
か
ら
の

脱
却
」
に
つ
い
て
は
、「
三
○
○
人
未
満
」「
三

○
○
～
九
九
九
人
」
で
「
好
影
響
」
が
あ
っ

た
と
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
約
一
五
％
と
低
い

水
準
な
が
ら
も
み
ら
れ
た
。

　

新
事
業
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
総
合
的

な
評
価
に
つ
い
て
は
、約
六
割（
五
八
・
七
％
）

が
「
よ
い
影
響
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い

る
。
と
く
に
従
業
員
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
、

「
よ
い
影
響
が
あ
っ
た
」
の
回
答
割
合
が
高

く
な
っ
て
お
り
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
は

約
三
割
（
二
九
・
四
％
）
な
の
に
対
し
、「
三

○
○
人
未
満
」
で
は
約
六
割
（
六
○
・
四
％
）

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
６
）。

積
極
的
な
人
材
育
成
は 

新
事
業
展
開
に
好
影
響

　

技
能
系
正
社
員
の
育
成
・
能
力
開
発
方
針

と
の
関
係
で
み
る
と
、「
数
年
先
の
事
業
展
開

を
考
慮
し
て
、
そ
の
時
必
要
と
な
る
人
材
を

想
定
し
な
が
ら
実
施
」「
今
い
る
人
材
を
前
提

に
そ
の
能
力
を
も
う
一
段
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

図表 4　新事業展開に伴う業態変化の内容（複数回答、単位：％）

新事業展開に伴う
業態変化の有無

新事業展開に伴う業態変化の内容

変
化
が
あ
っ
た

変
化
が
な
か
っ
た

無
回
答

自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
最
終
製

品
の
事
業
化

Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
最
終
製
品
の
事

業
化

試
作
品
・
特
殊
品
の
生
産
を
実
施

製
造
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

研
究
開
発
に
特
化

そ
の
他

全体 (n=595) 48.1 46.4 5.5 (n=286) 55.2 27.6 33.2 9.1 9.1 2.8

【従業員規模別】

300 人未満（n=510) 47.8 46.9 5.3 (n=244) 55.7 27.5 34.0 9.0 9.4 2.9

300 ～ 999 人 (n=41) 41.4 48.8 9.8 (n=17) 29.4 35.3 35.3 11.8 11.8 -

1000 人以上 (n=17) 47.0 47.1 5.9 (n=8) 75.0 - 12.5 12.5 - 12.5
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う
実
施
」
と
回
答
し
た
企
業
で
は
、「
個
々
の

従
業
員
が
当
面
の
仕
事
を
こ
な
す
た
め
必
要

な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
」「
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
つ
い
て
と
く

に
方
針
を
定
め
て
い
な
い
」
に
比
べ
、「
よ
い

影
響
が
あ
っ
た
」
の
回
答
割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
よ
り
積
極
的
に
能
力
開
発
を
実
施

し
て
い
る
企
業
の
ほ
う
が
新
事
業
展
開
に
よ

る
好
影
響
を
強
く
認
識
し
て
い
る（
図
表
７
）。

　

技
能
系
正
社
員
を
対
象
と
し
た
教
育
訓
練

へ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
の
関
係
で
み
る
と
、

「
成
果
が
あ
が
っ
た
」
と
回
答
し
た
企
業
で

は
、「
よ
い
影
響
が
あ
っ
た
」
の
割
合
が
、「
成

果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
企
業
よ
り

も
約
一
○
ポ
イ
ン
ト
高
い
（
図
表
８
）。

　

同
規
模
・
同
業
種
の
他
社
と
比
較
し
た
場

合
の
自
社
の
評
価
（
９
ペ
ー
ジ
、「
回
答
企
業

の
主
な
属
性
」
参
照
）
と
の
関
係
で
は
、
技

能
者
の
質
が
「
優
れ
て
い
る
」
と
す
る
企
業

で
は
、
新
事
業
展
開
に
つ
い
て
「
よ
い
影
響

が
あ
っ
た
」
の
割
合
が
、「
普
通
」
と
す
る
企

業
よ
り
も
約
一
○
ポ
イ
ン
ト
、「
劣
っ
て
い

る
」
と
す
る
企
業
よ
り
も
約
三
○
ポ
イ
ン
ト

高
い
（
図
表
９
）。

新
事
業
展
開
の
課
題
、「
新
事
業

を
担
う
人
材
の
確
保
が
困
難
」

が
半
数

　

新
事
業
展
開
を
す
る
場
合
に
課
題
と
な
っ

て
い
る
事
項
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。「
新

事
業
を
担
う
人
材
の
確
保
が
困
難
」が
四
一
・

二
％
と
も
っ
と
も
回
答
割
合
が
高
く
、
こ
れ

に「
有
望
な
事
業
の
見
極
め
が
困
難
」（
四
○
・

六
％
）、「
製
品
開
発
力
、
商
品
企
画
力
が
不

足
」（
三
五
・
二
％
）
が
続
い
た
。

　
「
三
○
○
人
未
満
」
の
中
小
企
業
で
は
、

こ
れ
ら
の
項
目
に
加
え
「
情
報
収
集
力
が
不

足
」「
自
己
資
金
が
不
足
」「
販
売
先
の
開
拓
・

確
保
が
困
難
」
の
回
答
割
合
も
他
の
規
模
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

新
事
業
の
展
開
状
況
別
に
み
る
と
、「
新
事

業
を
担
う
人
材
の
確
保
が
困
難
」
は
「
展
開

中
」
の
企
業
で
約
半
数
（
四
六
・
一
％
）
を

占
め
て
い
る
が
、「
検
討
中
」、「
展
開
予
定
な

し
」
の
企
業
で
も
比
較
的
高
い
回
答
割
合
を

示
し
て
お
り
、
人
材
不
足
が
新
事
業
展
開
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ

る
（
図
表
10
）。

図表５　新事業展開したことへの評価（n=595)（単位：％）

図表 6　新業展開したことへの総合的な評価（単位：％）

図表 7　技能系正社員の育成・能力開発方針と新事業展開したことへの評価との関係（単位：％）
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【従業員規模別】

300人未満 (n=510)

300～999人 (n=41)

1000人以上 (n=17)

よい影響があった どちらともいえない 悪い影響があった 無回答
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数年先の事業展開を考慮して、その時必要となる人材を

想定しながら能力開発を実施 (n=88)

今いる人材を前提にその能力をもう１段アップできるよう

能力開発を実施 (n=359)

個々の従業員が当面の仕事をこなすため必要な能力を

身につけることを目的に能力開発を実施 (n=118)

人材育成・能力開発についてとくに方針を定めていない
(n=29)

よい影響があった どちらともいえない 悪い影響があった 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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３
社
外
・
地
域
に
お
け
る
他
機

関
と
の
連
携
に
つ
い
て

過
半
数
が
他
機
関
と
の
連
携

に
前
向
き

　

も
の
づ
く
り
企
業
に
と
っ
て
は
、
社
外
・

地
域
の
他
機
関
は
、
人
材
の
確
保
・
育
成
や

新
事
業
展
開
を
行
う
上
で
、
重
要
な
経
営
資

源
と
な
り
う
る
。
そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
、

事
業
活
動
に
関
す
る
情
報
収
集
や
新
技
術
の

獲
得
な
ど
を
目
的
に
、

社
外
や
地
域
の
他
機
関

と
連
携
し
た
こ
と
が
あ

る
か
ど
う
か
を
聞
い
た
。

　
「
連
携
し
た
こ
と
が

あ
る
」
は
三
八
・
三
％

と
、「
連
携
し
た
こ
と
は

な
い
し
、
連
携
す
る
予

定
も
な
い
」
の
四
三
・

五
％
を
下
回
っ
た
も
の

の
、「
連
携
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
連
携
を
検
討

し
て
い
る
」
の
一
四
・

六
％
と
合
わ
せ
る
と
、

過
半
数（
五
二
・
九
％
）

が
連
携
に
前
向
き
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み

る
と
、「
連
携
し
た
こ
と

が
あ
る
」
の
回
答
割
合

は
規
模
に
比
例
し
て
高

く
な
っ
て
お
り
、「
三
○

○
人
未
満
」
の
中
小
企

業
で
は
三
六
・
四
％
な

の
に
対
し
、「
一
○
○
○

人
以
上
」
で
は
七
二
・

二
％
の
企
業
が
あ
げ
て

い
る
。
一
方
、「
連
携
し

た
こ
と
は
な
い
し
、
連

携
す
る
予
定
も
な
い
」

は
「
三
○
○
人
未
満
」

で
四
五
・
三
％
と
他
の

規
模
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
。

　

新
事
業
展
開
の
状
況
別
に
み
る
と
、「
展
開

中
」の
企
業
で
は
、「
連
携
し
た
こ
と
が
あ
る
」

割
合
が
五
三
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、「
検
討

中
」（
四
○
・
五
％
）、「
展
開
す
る
予
定
な
し
」

（
二
九
・
八
％
）
に
比
べ
て
高
い
値
と
な
っ

て
い
る
。

約
六
割
が
連
携
先
と
し
て
「
大

学
等
の
公
共
教
育
機
関
・
研
究

機
関
」
を
あ
げ
る

　
「
連
携
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

企
業
に
対
し
、
具
体
的
な
連
携
先
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
大
学
等
の
公
共
教
育
機
関
・
研
究

機
関
」
が
約
六
割
（
六
一
・
四
％
）
と
も
っ

と
も
回
答
割
合
が
高
く
、
こ
れ
に
「
産
官
学

の
連
携
組
織
」（
三
一
・
七
％
）、「
行
政
機
関
」

（
二
八
・
七
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
た
場
合
、「
産
官
学
の

連
携
組
織
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、「
三
○

○
人
未
満
」
で
三
二
・
二
％
と
他
の
規
模
よ

り
も
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

連
携
の
目
的
お
よ
び
効
果
も
聞
い
た
。「
大

学
等
の
公
共
教
育
機
関
・
研
究
機
関
」
で
は
、

「
研
究
・
製
品
開
発
」
を
あ
げ
る
回
答
割
合

が
四
三
・
四
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
こ
れ
に

「
技
術
的
な
情
報
の
交
換
」（
一
六
・
一
％
）、

「
技
術
・
技
能
の
相
互
指
導
」（
一
○
・
一
％
）

が
続
い
た
。
連
携
の
効
果
に
つ
い
て
は
、「
効

果
は
大
」
と
す
る
回
答
割
合
が
約
半
数
（
五

二
・
三
％
）
を
占
め
た
。「
効
果
は
普
通
」

は
三
○
・
○
％
、「
効
果
は
小
」
は
一
一
・
○
％

だ
っ
た
。

　
「
産
官
学
の
連
携
組
織
」
で
も
、「
研
究
・

製
品
開
発
」
を
連
携
の
目
的
と
し
て
あ
げ
る

割
合
が
四
二
・
四
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
こ

れ
に
「
技
術
的
な
情
報
の
交
換
」（
一
五
・

二
％
）、「
技
術
・
技
能
の
相
互
指
導
」（
六
・

四
％
）
が
続
い
た
。「
研
究
・
製
品
開
発
」

図表 8　技能系正社員に対する教育訓練の成果と新事業展開したことへの評価との関係（単位：％）

図表 9　自社の技能者の質に対する評価と新事業展開したことへの評価との関係（単位：％）

図表 10　新事業展開する場合に課題となっている事項（複数回答、単位：％）

61.8

52.1

33.5

40.3

2.0

3.4

2.7

4.2

成果があがった (n=448)

成果があがらなかった (n=119)

よい影響があった どちらともいえない 悪い影響があった 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

65.6

56.5

34.9

28.5

38.7

58.1

2.6

2.8
3.3

2.0

7.0

優れている (n=270)

普通 (n=253)

劣っている (n=43)

よい影響があった どちらともいえない 悪い影響があった 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

有
望
な
事
業
の
見
極
め
が

困
難

情
報
収
集
力
が
不
足

製
品
開
発
力
、
商
品
企
画

力
が
不
足

業
務
提
携
先
の
確
保
が
困

難 既
存
事
業
の
経
営
が
お
ろ

そ
か
に
な
る

新
事
業
経
営
に
関
す
る
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足

新
事
業
を
担
う
人
材
の
確

保
が
困
難

自
己
資
金
が
不
足

資
金
調
達
が
困
難

販
売
先
の
開
拓
・
確
保
が

困
難

安
定
的
な
仕
入
先
の
確
保

が
困
難

新
事
業
分
野
に
お
け
る
参

入
障
壁
の
存
在

そ
の
他

と
く
に
課
題
は
な
い

無
回
答

全体 (n=1941) 40.6 23.3 35.2 7.7 15.6 32.6 41.2 16.6 9.7 22.4 6.2 6.1 2.1 10.6 4.8

【従業員規模別】

300 人未満（n=1774) 41.8 24.0 35.6 7.9 16.2 33.3 41.9 17.7 10.1 23.3 6.5 5.9 1.9 10.8 4.0

300 ～ 999 人 (n=135) 34.8 20.0 37.8 9.6 11.9 29.6 37.0 10.4 7.4 17.0 3.0 8.1 3.7 9.6 4.4

1000 人以上 (n=36) 50.0 13.9 36.1 8.3 16.7 36.1 41.7 - 2.8 11.1 5.6 13.9 - 8.3 2.8

【新事業展開の状況別】

「展開中」 36.5 24.5 37.3 10.6 5.5 32.3 46.1 17.0 8.6 27.9 7.6 8.6 0.7 6.2 4.4

「検討中」 33.5 32.6 36.7 8.5 3.2 32.6 43.0 15.8 8.2 25.6 8.5 7.0 0.3 3.8 7.3

「展開する予定なし」 45.0 20.4 34.0 6.1 24.5 33.0 38.5 16.7 10.7 18.8 4.9 4.5 3.5 15.0 3.5
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は
と
く
に
「
三
○
○
人
未
満
」「
三
○
○
～
九

九
九
人
」
規
模
で
回
答
割
合
が
高
く
、
と
も

に
四
割
台
と
な
っ
た
。
連
携
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
約
半
数
（
四
八
・
八
％
）
が
「
効
果

は
大
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　
「
行
政
機
関
」で
は
、「
展
示
会
へ
の
出
展
」

「
技
術
的
な
情
報
の
交
換
」「
研
究
・
製
品
開

発
」
が
と
も
に
一
四
・
六
％
で
も
っ
と
も
高

い
割
合
を
示
し
た
。
連
携
の
効
果
に
つ
い
て

は
、「
効
果
は
大
」
が
約
半
数
（
四
八
・
二
％
）

を
占
め
、「
効
果
は
普
通
」は
三
一
・
○
％
、「
効

果
は
小
」
は
一
一
・
一
％
だ
っ
た
。

○回答企業の主な属性
（社） （％） （社） （％）

業　種

プラスチック製品製造業 208 10.1

同
規
模
・
同
業
種
の
企
業
と
比
較
し
た
場
合
の
自
社
の
評
価
３

技能者の質

優れている 812 41.7

鉄鋼業 94 4.6 普通 990 50.9

非鉄金属製造業 65 3.2 劣っている 144 7.4

金属製品製造業 460 22.4

機械・生産設備

優れている 790 40.6

はん用機械器具製造業 79 3.8 普通 839 43.1

生産用機械器具製造業 173 8.4 劣っている 317 16.3

業務用機械器具製造業 101 4.9

マーケティング・販売体制

優れている 406 21.2

電子部品・デバイス・電子回路製造業 100 4.9 普通 944 49.3

電気機械器具製造業 317 15.4 劣っている 566 29.5

情報通信機械器具製造業 23 1.1

製品開発の能力

優れている 590 30.9

輸送用機械器具製造業 305 14.8 普通 759 39.8

化学工業 127 6.2 劣っている 560 29.3

その他 6 0.3

コストの低さ

優れている 398 20.5

無回答 - - 普通 986 50.8

劣っている 557 28.7

従業員規模１

300 人未満 1774 86.2

納期の短さ

優れている 810 41.6

300 ～ 999 人 135 6.6 普通 910 46.8

1000 人以上 36 1.7 劣っている 225 11.6

無回答 113 5.5

製品の品質

優れている 1242 63.9

普通 615 31.6

40歳未満
比率

0 ～ 30％未満 212 10.3 劣っている 87 4.5

30 ～ 50％未満 586 28.5
発注者の細かな条件指定に
応じることができる融通性

優れている 1393 71.8

50 ～ 70％未満 697 33.9 普通 463 23.9

70 ～ 90％未満 283 13.8 劣っている 83 4.3

90 ～ 100％ 68 3.3

無回答 212 10.3

技能者全体に占める非正規技能者
の割合 4

いない 553 26.9

10％未満 319 15.5

製造現場で技
能系正社員が
担当する主な
仕事分野２

切削、研削、溶接熱処理などの加工作業 1059 51.5 10 ～ 30％未満 541 26.3

組立・調整の作業 884 43.0 30 ～ 50％未満 275 13.4

製造設備の操作・監視作業 653 31.7 50％以上 257 12.4

製品の検査・点検作業 849 41.3 無回答 113 5.5

製造設備の整備・修理に関わる作業 325 15.8

その他 51 2.5

過去３年間の売上高の変化 5

成長中 422 21.6

無回答 30 1.5
安定している 867 44.3

悪化している 669 34.2
1  正社員数と直接雇用非正社員数の合計
2  製造現場において、製造に携わる正社員が担当する主な仕事分野を２つまで聞いた。
3  無回答を除く
4  技能者（非正規雇用の技能者も含む）全体に占める非正規技能者の割合
5  無回答を除く


